











シーア派の中の、特に十二イマ ム は、毎年、ムハッラム（イスラーム暦第一月）にシーア派第三代イマーム・フサインの殉教を盛大に追悼することから目立つ存在であるにもかかわらず、研究対象としては注目を浴びてこなかったとも述べている。ロビンソン教授は、序章で南アジアの ーア派に関する先行研究を詳説してい が、バングラデ ュへの言及はない。
しかし、先行研究がないからといってバングラデシュにシーア派がいない









に二〇一四年にダッカで実施した調査に基づき ダッカのシーア派宗教施設を中心とするシーア派コミュニティの現状を明らかにする。最後に、イランの宗教学院で学んだ新しい世代のシーア派宗教指導者の役割や中東のシーア派大国であるイランからの援助が、宗教的・民族的・言語マイノリティ あるシーア派にどのような影響を与えている かを考察する。十二イマーム・シ ア派の流入
バングラデシュは、一九七一年に誕生した若い国であるが、一九四七年か























るイラン系 太守、官僚、商人、ウラマーらの活躍は、第三代アクバル帝の治世に始まり、第四代ジャハーンギール帝（在一六〇五～ 六 七 ）の治世でより顕著となる。ジャハーンギー は シ ア派のイラ 系貴族出身妃ヌールジャハー を寵愛し 一六一七年に 彼女の兄弟であるファトヒ・ジャングをベンガル太守に任命している。続く第五代シャー・ジャハーン帝（在一六二八～一六五八年）の治世にシャー・シュジャー皇子（シャー・ジャハーンの次男）がベンガル太守（在一六三九～一六四七
 年、一六五二
～一六六〇年）となった。彼自身はスンナ派だったが 母に加え 二人 妻もシーア派だったこ から、大勢のイラン系官僚が雇われた
（
7）。現存する













派の宗教施設を建設するなど、ベンガルにおける新たなシーア派普及の担い手となったが、彼らはウルドゥー語話者 あったために、ベンガル語話者である地元ベンガル人との融合は進まなかっ やが ングラデシュ独立運動が高揚すると彼らの多く ベンガルを去った。
一九四七年には、インドのビハール州から多くの難民が東パキスタンに押
し寄せた。難民にはス ナ派とシーア派の両派が含まれている。彼らは、印パ分離独立の際にムスリムだという理由で土地を追われ 人々だ。移住の際にインドに移住するヒンドゥーと土地を交換した人たちも が、バングラデシュ独立運動の際にベンガル民族主義者からパキスタ の協力者とみなされ、土地を没収されただけでなく、多くが虐殺された
（
11）。生き残った人た





バングラデシュに暮らしている。彼らを大別すると、一、主としてムガル朝期や英領インド期にインドからベンガル 流入したイラン系のシーア 子孫。二、シーア派に改宗し ベンガル人。三、 一九四七年のインド・パキスタン分離独立の際にイ ドのベンガル地方やグジャラート地方から東パキスタン側に流入した移住者（ムハージル）たちの子孫。四、 一九四七年 イドの主としてビハール州から東パキスタンに難民として流入し、一九 年のバングラデシュ独立の際に土地や財産をはく奪され、あるいは虐殺の対象となり難民キャンプに逃げ込んだ人々に大別 きる。
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とよばれるウルドゥー語をベースにベンガル語の要素を取り入れた混淆言語を話し、ベンガル社会に溶け込んだ。ダカイヤ やペルシア語話者だったムガル朝の支配層と地元のベンガル語話者と コミュニケーション 促進するために生まれた言 、オールドダッカ 住人の共通言語といえる。ベンガル語話者は、ベンガル人改宗者ないしは、非ベンガル 話者を祖先に持つベンガル語化した人々で、ウルドゥ 語とベンガル語のバイリンガルも含む ムガル時代にペ シア語が行政語として流入したためにベンガル語の中にペルシア語彙が多く取り込まれたが、日常的には使用されていない。ダッカのシーア派宗教施設とコミュニティ
シーア派の多くは、イマームバーラーの周辺に暮らしており、宗教施設の





トなどの地方都市にもイマームバーラーはあるが、主に東パキスタン時代に建てられたもので、ムガル朝期や英領インド期に建てられた歴史的イマームバーラーは、オールドダッカに集中している。オールドダッカで最古とるイマームバーラーは、ブリ ンガ河 堤に建てられたビービー・カ・ローザ（一六〇〇年建設 一八六一年建て替え）であ が、バ グラデシュを代表するイマームバ ラーは、一六四二年 建てられたホセイニー・ ラーンである（写真①）
。設立者のミール・ムラードは、シーア派第三代イマー






























した。建設当時は、数千人規模の宗教集会が催されるほど多くのシーア派移住者がいたが、バングラデシュ建国を機に非ベンガル人移住者の大半が去り、参加者は三〇〇～四〇〇人程度に減少した。現在は ム ンマドプール周辺に一七〇あまりのシ ア派世帯が暮らしており、約半数がベンガル語を母語とする人たちで、残りはウルドゥー語を母語とする人たちだ。
さらにモハンマドプールの難民キャンプには、一五のシーア派世帯が暮ら






















































































ンを朗唱していた時にたまたま居合わせた当時 イラン大使に認められ、大使の推薦で一九八四年にゴムの宗教学院 することになった。ダッカのガバメ ト・カレッジを卒業してから 留学であ 。ゴムでは、当時多くの留学生を受け入れていたホッジャティエ学院で学んだ後、ホメイニー師が教鞭をとっていたこと も知られる名門のフェイズィーイェ学院に移っている。イラン留学中に結婚し、妻も、イランで生まれた娘もゴムにあるアル
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性と結婚した。彼もホッジャティエ学院で学び イスラ ム法学の上級課程にも参加したが、ムジュタヒドにはならずに帰国している。現在は、ザイディー師ととも ホセイニー・ダーラーンをはじめ、ダッカ各地 あるマームバーラーで導師を務めている。
レザー・ホセイニーは、ハーメネイー師の代理人としてフムス（五分の一




















































レベルの宗教教育を学んだ。現在は、マウ ナが導師を務める金曜を除く平日の集団礼拝の導師を務めている。木曜日は、イマ ムバーラーで開かれる宗教教室の教師をしている。イランから 支援
バングラデシュに暮らすシーア派は、一般にイマームバーラーで開かれる












際大学の提携校となっており、イランへの留学経験のあるバングラデシュ人教師が、ペルシア語の授業と初級レベルの宗教教育を行って 。クルナには、もう一つイラン人が設立した宗教学校も 。クルナが選ばれた理由は、設立当時 ダッカよりもシーア派への反発が少ないと判断したからだという。
イスラームの学問を本格的に学ぶためには、イランの宗教学院への留学は
欠かせない。一九七九年にサ ダーム・フセインが ラク大統領に就任し、シーア派への弾圧を強化した 南アジアのシーア派の伝 的な留 先であったイラク南部の宗教都市ナジャフへの留学がむずかしくなっ 代わ
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